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25 年 3 月にオープンを予定している。その大きな変革の時に上野先生を送り出すことになり，大
きな時間のうねりが感じられる。








































族・親族と祖先祭祀」（1986 ～ 1988）を，また「日本人の名前と社会：その歴史と構造」（1992 ～
1994）の研究代表者を務めた。そして「日本における基層信仰の研究」第１期～第３期の総括的研
究として，「祖先信仰と日本の基層信仰」（1993 ～ 1994）の代表となり，歴博の共同研究を推進し
ていったのである。さらにもう一つの課題である「都市」研究においても，「日本における都市生
活史の研究」において第１期と第２期の総括代表者（1996 ～ 2001）となっている。
また，研究部の事業に関してはデータベースなどとともに特に映像には強い関心を示されてい
た。民俗研究部の事業として立ち上がり，現在では共同研究形式によって制作が継続している「民
俗研究映像」では，初代研究部長の坪井洋文氏の逝去により，第一作の「芋くらべ祭の村―近江中
山民俗誌―」と関連３作品を橋本裕之氏と岩本通弥氏とともに制作された。民俗研究映像では，研
究者の視点から製作会社の協力を得て映像の民俗誌を作成するものであり，坪井氏の遺志を引きつ
いでの制作は大変であったと思われる。一方，文化庁との協力により制作会社に依頼しての記録映
像制作事業である「民俗文化財映像」もあった。これにも上野先生は熱心に担当され，「ナゴメハ
ギとアマハゲ：秋田山形の来訪神行事」（1997），「国東の神まつり：大分県大田村のとうや行事」
（2000），「豊作を祈る：下野の天祭」（2001），「久井稲生神社の御当行事」（2005），「壱岐の舟競漕」
（2006）などの制作を担当されたのである。しかしこの事業は 2008 年度をもって中止となってい
る。その他にも都市祭礼について千葉県佐原市を素材として，「佐原の町の二つの祭―八坂神社夏
祭と諏訪神社秋祭―」（2002），「新宿諏訪神社秋祭」（2001），「本宿八坂神社夏祭」（2002）などを
制作され，民俗学における映像制作に寄与された。この間には歴博での映像制作に関し諸制度を整
備していったのであった。
さて上野先生の思い出として，まず浮かぶのはその几帳面なご性格であろう。過去のさまざまな
歴博のことに関して聞きに行くと，すぐその当時の書類を出してこられ，教えていただいたことが
多々あった。こうした側面は調査に際しても発揮されており，沖縄のアンガマ調査に同行した折り
には，過去の丹念なフィールドノートに驚いたことは決して忘れない。そしてフィールドの人々と
の丁寧で和やかな調査はまた上野先生の人柄を感じさせるものであり，それが社会構造の調査とい
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う細かい丹念な研究に反映していると思われる。
一方で調査におけるタフさもまた上野先生は持っておられる。共同研究において奈良の調査に同
行したときには，厭うことなく東京から奈良まで自らの車で往復された。特に夕方から夜に掛かっ
ても，私は運転できなかったため，先生が連続して運転されたが，少しも疲れを見せず，東京まで
送っていただいたのには驚いたものであった。また民俗文化財映像の「若狭の六斎念仏」の制作が
終わり，現地のでお礼の上映会のあとに，歴博で講演会があるということで，あいにく交通が不便
なところであったため電車等では間に合わず，先生は夕方までの上映会を済ませたあと，車で夜を
徹して帰っていった思い出がある。
今改めて先生のご健勝とこれからの調査研究のご推進を切にお祈りする次第である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立歴史民俗博物館研究部）
